
第 60 回中世史サマーセミナー＠大阪・兵庫 

中世史サマーセミナーは、日本中世史に関心を持つ者が大学や地域の垣根を越えて全国から集まり、研究発

表や史跡・史料の見学を通して、参加者同士で交流や研究を深めていく場として毎年夏に開催しています。 

６０回目となる本年は、摂津・播磨地域に残る中世の史跡や古文書を見学します。また、初日には近年注目の

神社史をテーマに、気鋭の研究者によるシンポジウムを企画しました。皆さんのご参加をお待ちしております。 

 

【日   程】 202６年 8 月 26 日（水）〜28 日（金） 

【初日受付】 大阪大学中之島センター（シンポジウム会場）  地下鉄御堂筋線 淀屋橋駅最寄り 

【宿   泊】  旅館くら本（大阪市中央区島之内２丁目１１−７ 道頓堀から徒歩圏内） 

【募集定員】 50 名（先着順 7 月 20 日締切 ただし定員になり次第締切） 

【 参加費 】 38,000 円程度（宿泊費・食事代・バス代・拝観料等含む 多少の金額変更の可能性あり） 

【主   催】 第 60 回中世史サマーセミナー実行委員会（裏面参照） 

 

【内容・行程】（変更の可能性あり） 

◎8 月 26 日（水）     【午後】 シンポジウム 「中世神社史を〈ひらく〉」 ＠大阪大学中之島センター  

コーディネーター・司会 徳永健太郎氏 

登壇者・論題（仮題） 比企貴之氏「中世的神社「秩序」の形成再考」 

   若山憲昭氏「鎌倉時代中後期の賀茂別雷神社の御師職と女院・院」 

   田村正孝氏「地域のなかの一宮 —中世後期を中心に— 」 

   桐田貴史氏「戦国時代の神社と唯一神道の展開 ―神祇史の視角から― 」 

   → 終了後、宿泊先へ移動・夕食・ビール講 

◎8 月 27 日（木） 【午前】 宿泊先 → 四天王寺・同宝物館（境内拝観および史料熟覧） → 昼食 

   【午後】 尼崎市立歴史博物館（史料熟覧） → 箱木家住宅 → 宿・夕食・ビール講 

◎8 月 28 日（金） 【午前】 宿泊先 → 神戸市立博物館（史料熟覧） → 昼食 

   【午後】 太山寺 → 六條八幡宮 → JR 新神戸駅付近にて解散（17 時頃） 

                     ※巡見先については裏面参照 

【申込方法】 

下記の URL もしくは QR コードから申し込みフォームにアクセスし、必要事項を全て

入力して送信してください。回答をコピーした返信メールが届きます。 

【申込フォーム URL】  https://forms.gle/wEsbeby1LehdDNgA6  

【問い合わせ先】 

第 60 回中世史サマーセミナー実行委員会 事務局 

事務局住所：〒560-8532 大阪府豊中市待兼町 1-5 大阪大学大学院人文学研究科 伴瀬明美研究室気付 

メールアドレス：chuseishi.summer.seminar2026@gmail.com  

https://forms.gle/wEsbeby1LehdDNgA6
mailto:chuseishi.summer.seminar2026@gmail.com


                      ★最新情報や見どころ・閲覧予定史料の詳細などは下記を検索！ 

                      ・「中世史サマーセミナー２０２６」 （Ameba ブログ） 

                     ・「第 60 回中世史サマーセミナー２０２６」＠samasemi2026 (X) 

〈史跡〉 

 

四天王寺（大阪市天王寺区） 

・塔・金堂をはじめとする中心伽藍は、教科書でおなじみの元祖「四天王寺式伽藍」。 

・宝物館には「四天王寺別当次第」ほか多数の中世古文書を所蔵。「崇光天皇宸翰」も出陳予定 

 

箱木家住宅（神戸市北区山田町） ※波豆八幡神社から行程変更 

・「箱木千年家」と呼ばれる日本最古の萱葺木造民家。２０２６年国宝指定答申 

・「主屋」は１４世紀に建てられたという。箱木氏（現住）は摂津国山田荘の地侍として現在に続く。 

 

太山寺（神戸市西区伊川谷町） 

・播磨国伊川荘域の天台宗寺院。梶原景時による所領寄進や内乱期の太山寺衆徒の活躍などが知られる。 

・本堂（国宝）は正安 2 年（1300）頃の再建、仁王門（国重文）は鎌倉～室町期の建築。仏像も多数優品を所蔵。 

 

六條八幡宮（神戸市北区山田町） 

・源頼義創建の若宮八幡宮（六條八幡宮）領山田荘（源頼朝寄進）に勧請された神社。 

・境内の三重塔は文正元年（1466）の建立（国重文）。 

 

〈博物館〉 

 

尼崎市立歴史博物館 

・東大寺領荘園ほか東大寺関係文書、摂津職河辺郡猪名所地図、天龍寺関係文書、六瀬頼連軍忠状など尼崎市

域および周辺に関する多数の中世古文書を所蔵。また、寄託史料として尼崎大覚寺文書がある。 

 

神戸市立博物館 

・山田荘丹生寺旧蔵の仏画、須磨妙法寺蔵の経典類など西摂・北摂の仏教文化コレクションを展示。 

・県下の中世古文書群を代表する太山寺文書（寄託）はじめ、山田荘と摂津国淡河荘との相論関係文書がある

栗花落家文書など、多数の中世古文書を所蔵。 
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【実行委員】 大田壮一郎（実行委員長）  市沢哲（副実行委員長）  伴瀬明美（事務局長） 大橋咲菜 柊元康佑 

佐野啓生 髙木隼大 中村颯 部屋裕俊 山川華穂 矢野大輔 山崎裕太 若杉有哉 渡邉歩 

〔チラシ改定３版 2026.0６.０８現在〕 

巡見先の紹介     


